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一般質問

一般質問とは 
議員が議案以外に市の行政全般にわたり、市長や教育長などに説明や報告を求め、また所信をただすことです。適正な行政運営を行う上で、 
その役割は重要です。ここでは、21人の議員からの質問のうち、１人３件までその要旨を掲載しました。 

政和 

公明 

フォ 

緑ネ 

共産 

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
今
年

5
月
に
、
都
の
廃
棄
物
審
議
会
が
答

申
を
出
し
た
。
都
は
な
ぜ
こ
の
時
期

に
こ
の
よ
う
な
諮
問
を
出
し
た
の
か
。

②
こ
の
答
申
の
影
響
は
。

③
都
の
役
割
は
、
発
生
抑
制
の
具

体
策
を
八
都
県
市
な
ど
と
進
め
る
こ

と
に
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

④
今
後
も
分
別
回
収
等
を
進
め
て

い
く
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

市
長
　
①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
資
源
と

し
て
有
効
活
用
す
る
必
要
性
と
、
最

終
処
分
場
が
限
界
に
来
て
い
る
こ
と

な
ど
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

②
各
自
治
体
は
最
も
適
切
な
方
法

で
処
理
す
る
も
の
と
考
え
る
。

③
答
申
で
は
、
八
都
県
市
と
連
携

す
る
な
ど
先
導
的
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
と
し
て
お
り
、市
と
し
て
も
、

川
上
水
の
水
を
流
せ
な
い
か
。

市
長
　
①
都
が
財
産
管
理
と
保
全
を

す
る
用
水
と
な
り
、
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

②
国
有
財
産
特
別
措
置
法
の
改
正

に
よ
り
、
国
有
財
産
を
市
町
村
に
譲

与
で
き
る
規
定
が
施
行
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。
都
に
は
、
普
通
河
川
と
同

様
の
取
り
扱
い
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
、
一
括
管
理
を
要
望
し
て
い
る
。

③
原
因
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ

る
。
枯
れ
た
桜
は
伐
採
す
る
が
、
若

木
の
植
栽
を
考
え
て
い
る
。

④
護
岸
に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係

機
関
と
協
議
し
た
い
。
ま
た
、
玉
川

上
水
は
水
道
水
で
あ
り
、
用
水
へ
流

す
こ
と
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
交
差

点
等
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
音
声
信
号

機
等
の
設
置
が
な
い
が
ど
う
か
。

②
車
道
と
緑
道
部
分
の
ス
ロ
ー
プ

や
、
U
D
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
整
備
は
。

③
玉
川
上
水
は
道
路
形
態
や
整
備

を
含
め
、一
層
の
研
究
が
必
要
で
は
。

④
健
康
福
祉
事
業
と
し
て
活
用
計

画
を
進
め
る
考
え
は
。

⑤
都
に
対
し
健
康
増
進
等
の
観
点

か
ら
整
備
を
求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
①
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
に

要
望
し
、
市
道
に
つ
い
て
は
努
力
し

た
い
。
音
声
信
号
機
の
設
置
は
公
共

施
設
付
近
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
現

在
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②
段
差
解
消
等
に
つ
い
て
は
、
再

度
都
に
要
望
し
た
い
。

③
喜
平
橋
下
流
は
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗

装
で
道
路
と
の
段
差
を
な
く
し
、
緑

道
脇
に
は
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
整
備
し

て
い
る
。

④
健
康
づ
く
り
の
教
室
で
、
グ
リ

ー
ン
ロ
ー
ド
を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
勧
め
て

お
り
、
今
後
も
活
用
し
た
い
。

⑤
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
く
な
る

よ
う
、
都
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
地
域

別
の
緑
地
の
推
移
は
ど
う
か
。

②
緑
の
確
保
の
た
め
に
有
効
と
思

わ
れ
る
施
策
の
効
果
は
ど
の
よ
う
に

あ
っ
た
の
か
。

③
ミ
ニ
公
募
債
を
発
行
し
緑
の
保

全
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
清
瀬
市
に

対
す
る
評
価
・
見
解
は
。

④
緑
地
・
緑
化
の
確
保
に
ど
の
よ

う
な
有
効
な
施
策
を
も
っ
て
臨
む
か
。

市
長
　
①
平
成
16
年
度
は
西
部
地
区

が
約
百
35
万
3
千
平
方
　
で
、
5
年

間
で
約
2
万
8
千
平
方
　
の
減
で
あ

る
。
中
部
地
区
は
約
百
17
万
2
千
平

方
　
で
、
約
2
万
1
千
平
方
　
の
減

で
あ
る
。
東
部
地
区
は
約
百
91
万
5

千
平
方
　
で
、
約
4
万
5
千
平
方
　

の
減
で
あ
る
。

②
保
存
樹
林
指
定
等
に
よ
る
市
の

補
助
で
、所
有
者
の
負
担
が
軽
減
し
、

緑
の
減
少
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

③
市
民
の
行
政
へ
の
参
加
意
識
の

高
揚
を
図
る
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

④
国
の
補
助
を
活
用
し
緑
地
の
公

有
化
等
、緑
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
小
平

市
用
水
路
活
用
計
画
の
進
捗
状
況
と
、

今
後
の
整
備
予
定
は
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
市
議

会
に
お
い
て
、
市
長
が
施
政
方
針
演

説
を
行
っ
て
い
る
市
は
多
摩
26
市
で

ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

②
市
長
が
施
政
方
針
を
述
べ
て
こ

な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
今

後
行
う
意
思
は
あ
る
か
。

市
長
　
①
施
政
方
針
、
所
信
表
明
、

予
算
提
案
説
明
等
、
呼
び
方
の
違
い

は
あ
る
が
、
26
市
す
べ
て
の
市
議
会

に
お
い
て
、
市
長
が
施
政
方
針
の
表

明
を
行
っ
て
い
る
。

②
小
平
市
で
は
、
3
月
定
例
会
に

お
い
て
、
市
長
が
予
算
提
案
説
明
と

い
う
形
で
、市
政
運
営
の
基
本
方
針
、

市
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
等
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
予
算
提
案
説

明
が
市
長
の
施
政
方
針
演
説
で
あ
る

の
で
、
今
後
も
現
在
の
方
式
を
継
続

し
た
い
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
公
金

の
納
付
方
法
が
異
な
る
理
由
は
。

②
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
の
窓
口
納
付
や
、
口
座
振
替

に
か
か
る
全
体
の
費
用
は
。

③
公
金
の
種
類
に
よ
っ
て
、
口
座

振
替
の
比
率
と
収
入
率
に
相
関
関
係

は
あ
る
の
か
。

④
銀
行
で
納
付
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
納
付
場
所
に
郵
便
局
を
加

え
ら
れ
な
い
か
。

市
長
　
①
納
付
さ
れ
る
公
金
の
種
類

に
よ
り
、
納
付
の
利
便
性
な
ど
を
考

慮
し
て
対
応
し
た
た
め
で
あ
る
。

②
平
成
15
年
度
の
窓
口
納
付
の
取

扱
手
数
料
総
額
は
、
約
7
百
24
万
7

千
円
で
、
口
座
振
替
は
、
約
3
百
59

万
7
千
円
で
あ
る
。

③
口
座
振
替
の
比
率
が
高
ま
れ
ば
、

収
入
率
の
向
上
は
期
待
で
き
る
と
考

え
る
。

④
可
能
な
も
の
は
、
納
付
場
所
に

郵
便
局
を
加
え
て
い
き
た
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

い
ろ
い

ろ
な
集
ま
り
で
市
長
と
言
葉
を
交
わ

し
た
市
民
は
た
く
さ
ん
い
る
が
、
じ

っ
く
り
話
を
し
た
市
民
は
お
そ
ら
く

余
り
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
今
、

各
市
で
市
長
と
市
民
の
懇
談
会
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
小
平
市

で
も
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
　
市
政
運
営
の
基
礎
と
な
る
世

論
調
査
、
市
長
へ
の
手
紙
や
市
政
へ

の
提
言
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
な
ど

を
実
施
し
、
ま
た
各
種
審
議
会
や
計

画
策
定
時
の
懇
談
会
な
ど
に
よ
り
、

意
見
を
も
ら
う
機
会
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

る
市
民
か
ら
直
接
意
見
を
聞
く
機
会

も
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
重
ね
て
懇
談
会
を
行
う
こ
と
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
住
基

ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
活
用
で
き
な
い
か
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
施
設

予
約
の
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

③
中
央
図
書
館
と
小
・
中
学
校
図

書
室
蔵
書
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
で
き
な
い
か
。

④
情
報
化
進
展
ラ
ン
キ
ン
グ
で
175

位
と
な
っ
た
が
ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　
①
証
明
書
自
動
交
付
機
、
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
等
さ
ま
ざ
ま
な
分

り
わ
か
り
や
す
く
、
効
果
的
に
行
う

た
め
の
研
修
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

市
長
　
①
要
綱
等
に
よ
る
政
策
的
な

決
定
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
通
常
の
計

画
策
定
で
は
、計
画
素
案
を
公
表
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
経

て
案
を
調
整
し
、
検
討
組
織
で
審
議

し
た
上
で
決
定
し
て
い
る
。
節
目
で

進
行
状
況
を
市
議
会
に
報
告
し
、
市

報
等
に
よ
り
、
市
民
に
も
知
ら
せ
て

お
り
、
一
定
の
実
績
を
得
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

②
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の

研
修
、
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

発
表
会
等
を
通
じ
て
、
職
員
の
説
明

能
力
・
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

と
は

行
政
機
関
に
よ
る
規
制
の
設
定
・

改
廃
に
当
た
り
、
原
案
を
公
表
し
て

事
前
に
市
民
か
ら
意
見
や
情
報
提
供

を
求
め
る
制
度
の
こ
と
。

市
長
　
①
改
め
て
宣
言
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

②
全
世
界
へ
向
け
て
、
核
兵
器
廃

絶
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
た
意

義
を
深
く
受
け
と
め
、
平
和
へ
の
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
。

③
市
民
が
自
主
的
、
自
発
的
に
行

動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
和
へ
の
流

れ
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
要
綱

等
で
定
め
た
政
策
の
プ
ロ
セ
ス
等
を

ど
の
よ
う
な
判
断
、
時
期
、
方
法
で

議
員
や
市
民
に
説
明
し
て
き
た
か
。

結
果
の
評
価
は
ど
う
か
。

②
住
民
説
明
会
等
で
の
説
明
を
よ

野
で
の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

②
数
年
の
う
ち
に
導
入
し
た
い
。

教
育
長
　
③
文
部
科
学
省
の
支
援
事

業
に
よ
り
、
公
立
図
書
館
と
学
校
図

書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組

ん
で
い
け
る
と
考
え
て
い
る
。

市
長
　
④
全
庁
を
上
げ
て
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
結
果
、
昨

年
の
321
位
よ
り
も
順
位
が
上
が
っ
た

も
の
と
分
析
し
て
い
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
負
担

金
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

②
補
助
金
の
見
直
し
に
準
じ
て
、

負
担
金
の
見
直
し
を
す
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

市
長
　
①
負
担
金
に
は
、
法
令
に
よ

り
支
出
す
る
も
の
の
ほ
か
、
構
成
ま

た
は
加
入
し
て
い
る
各
種
団
体
へ
の

任
意
的
な
負
担
金
も
あ
る
が
、
昭
和

20
年
代
か
ら
の
も
の
も
あ
る
た
め
、

存
続
意
義
、
算
出
根
拠
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
負
担
金
の
多
く
は
、
小
平
市
だ

け
で
な
く
、
他
の
市
町
村
な
ど
多
く

の
構
成
団
体
に
よ
る
も
の
で
、
補
助

金
と
同
様
に
市
で
見
直
し
を
図
る
こ

と
は
困
難
だ
が
、
負
担
金
の
存
続
意

義
、
算
出
根
拠
を
明
確
に
す
る
よ
う

構
成
団
体
等
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
昭
和

58
年
に
市
議
会
は
小
平
市
非
核
都
市

宣
言
を
決
議
し
た
。
市
長
と
し
て
非

核
・
平
和
都
市
宣
言
を
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

②
市
は
、
広
島
市
、
長
崎
市
の
核

廃
絶
の
た
め
の
行
動
を
と
い
う
呼
び

か
け
に
ど
う
こ
た
え
る
の
か
。

③
市
独
自
の
非
核
・
平
和
施
策
は

あ
る
か
。

市
税
等
の
納
付
金
の

納
付
方
法
・
機
会
の
拡
大

今
こ
そ
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か

小
平
市
電
子
自
治
体
2004

時
代
錯
誤
の
負
担
金
は

廃

止

を

政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
と

説

明

責

任

市

長

は

市

議

会

で

施
政
方
針
を
表
明
す
べ
き

市

長

は

市

民

と

直
接
話
し
合
う
場
を
つ
く
れ

都
の
広
域
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

同
じ
方
向
で
要
請
し
た
い
。

④
引
き
続
き
市
民
の
協
力
を
得
て
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回

収
を
進
め
て
い
き
た
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
有
料

化
に
よ
っ
て
、
市
民
1
人
当
た
り
1

日
の
ご
み
の
量
は
何
g
に
な
る
と
考

え
て
い
る
か
。

②
有
料
化
に
よ
っ
て
、
何
億
円
の

収
入
増
に
な
る
と
考
え
て
い
る
か
。

③
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
等

に
よ
り
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
目

標
値
を
達
成
で
き
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

市
長
　
①
5
％
程
度
の
減
量
が
期
待

で
き
、
約
810
g
と
考
え
て
い
る
。

②
4
億
円
程
度
と
見
込
ま
れ
る
。

③
目
標
値
に
は
、
生
ご
み
の
減
量

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

発

生

抑

制

と

処

理

家
庭
ご
み
の
有
料
化
の
前
に

や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る

効
果
も
見
込
ん
で
い
る
。
目
標
値
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
生
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
減
量

手
法
を
用
い
て
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

ミ
ニ
公
募
債
の
活
用
で

緑

の

保

全

を

メ
ー

ト
ル

用

水

路

活

用

の

現

状

と

課

題

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
だ
れ
も
が

利
用
し
や
す
い
整
備
を

②
市
民
参
加
で
作
成
し
た
延
命
寺

公
園
一
部
整
備
計
画
案
の
そ
の
後
は
。

③
（
仮
称
）
上
水
本
町
ビ
オ
ト
ー

プ
公
園
整
備
検
討
会
の
進
捗
状
況
は
。

④
用
水
路
の
移
譲
に
よ
る
市
の
メ

リ
ッ
ト
と
課
題
は
。

市
長
　
①
小
川
用
水
下
流
部
の
流
水

復
活
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
計
画

事
例
の
実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

②
大
沼
田
用
水
と
の
一
体
整
備
を

考
え
都
へ
要
望
し
、
平
成
18
年
度
の

整
備
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
。

③
参
加
者
か
ら
の
具
体
的
図
面
の

提
案
を
受
け
、
検
討
に
入
る
予
定
で

あ
る
。

④
メ
リ
ッ
ト
は
、
用
水
路
を
自
由

に
活
用
で
き
る
こ
と
等
で
あ
る
。
課

題
は
、
用
水
路
に
流
水
が
な
い
所
の

水
源
確
保
等
で
あ
る
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
用
水

は
都
内
部
分
の
管
理
権
が
都
に
受
け

継
が
れ
、
保
全
の
足
場
が
で
き
た
と

思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

②
都
か
ら
譲
与
の
話
が
出
て
い
る

理
由
と
内
容
は
。
そ
れ
に
対
す
る
市

や
関
係
市
の
受
け
と
め
方
は
。

③
明
治
学
院
南
の
桜
の
木
が
枯
れ

て
い
る
原
因
は
。

④
用
水
の
の
り
面
を
魚
等
に
優
し

い
も
の
に
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
玉

野
火
止
用
水
の
保
全
や

譲

与

問

題

小
川
用
水

（
小
川
町
一
丁
目
）

▼

※




